
平成27年度取組評価と平成28年度重点取組事項
林務部コンプライアンス推進本部

３ 平成28年度の重点取組事項

①林務⾏政の信頼回復に向けた林務部改⾰の推進
林務部の事務事業全般に対象を拡げ、不要不急の業務や非効率な業務の進め方の
見直しなど、県民の皆様からの期待に応えるものとなるよう林務部の仕事改革に
取り組む

②⼆度と不祥事が起きない事務事業の仕組みの定着
・造林補助事業等の運⽤改善の定着・普及
２人体制での現地調査の実施や施工地毎の写真添付の義務化などについて、研修
会やチェックリストを活用し、県職員や森林組合等への定着・普及に取り組む

・「⻑野県森林づくりアクションプラン」の⽬標設定
地域毎の実行能力やこれまでの目標と実績の乖離の原因等を踏まえ、現地機関と
目標案を作成し、市町村、関係団体等からの意見聴取を経て、実効性の高い目標
を設定する

③森林組合の内部管理体制の整備促進
組合員のための真の協同組織として、その負託に応え得る経営に向けた組合自ら
が行う取組を促進するため、新たなガイドライン及び指導方針を活用し、森林組
合に対して検査・指導を実施する

○私たち林務部は、昨年10⽉27⽇に「林務部コンプライアンス推進⾏動計画」を策定し、⼤北森林組合の補助⾦不適正受給事案の
反省を踏まえ、⼆度とこのような事案を起こさないという決意の下、再発防⽌に向けて業務の改善に着⼿しました。

○再発防⽌に向けた取組の推進に当たっては、コンプライアンスの推進を、単に「法令を遵守する」ということだけではなく、
「社会からの要請を常に真摯に捉え、思考・議論した上で⾃らの業務に取り込んでいく」ことと考え、
「⾃らの業務が適切か常に点検・議論し、⾏動する」を⾏動の指針としてまいりました。

１ 平成27年度の取組状況

①職員の資質向上とコンプライアンス意識の改⾰
車座集会やワークショップの開催を通じて、

林務部全職員が事案について考える取組や管理監督者向けの研修等を実施

②組織として不適正な⾏為を未然に防⽌するための
チェック体制の構築や林務部の組織⾵⼟の改⾰
職場内検討会の定期的な開催や林務部への林業職以外の職員の配置拡大

③事務事業の適正化
造林補助事業をはじめとする不適正受給が確認された事業において

再発防止のため制度や運用を見直し

④森林組合の内部管理体制整備を促進するための指導監督の強化
常例検査実施体制の見直し、森林組合指導方針の改正のほか、

長野県森林組合連合会と連携してガイドライン作成や役員研修会を実施

２ 平成27年度の取組評価
平成27年度は、取組の初年度として、
林務部職員のコンプライアンス意識改⾰に向けて事案の「⾃分事化」に取り組み、
造林補助事業等の制度運⽤や森林組合指導監督の⾒直しの⽅向付けができた
一方で「長野県森林づくりアクションプラン」の平成28年度以降の目標設定は、
地域毎の実行能力の把握等に時間を要するなど、
⾏動計画の当初スケジュールから遅れている取組項⽬も存在
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○こうした取組を通じ、「県⺠の皆様からの期待に応えられる林務⾏政とは何かを常に点検・議論し、⾏動する⻑野県林務部」へと
再⽣できるよう、平成28年度も引き続き全⼒で取り組んでまいります。

⽬指す姿

「コンプライアンス推進・フォローアップ委員会」

「林務部改⾰推進委員会」に拡充改組

推進体制の強化
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